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国内ＶＬＢＩ結合観測（Japan－Ties）

The Domestic VLBI Conection Observation (Japan-Ties)
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現在、わが国のＶＬＢＩ座標の基準になっているのは茨城県鹿嶋市にある鹿島２６ｍ局である。しかし鹿島２

６ｍアンテナは、老朽化が進んできているとともに、性能面でも国際的には中程度のもでしかなかった。ＧＳＩ（国

土地理院）では、鹿島２６ｍ局に代わる局としてつくば３２ｍ局を整備し、平成１０年度から運用を開始した。今

回の国内ＶＬＢＩ結合観測（Japan－Tie）は、ＩＶＳ（国際ＶＬＢＩ観測事業）の要請に基づき、つくば３２ｍ局

と鹿島２６ｍ局、鹿島３４ｍ局の座標結合を高精度に行うことにより、鹿島２６ｍ局から国際ＶＬＢＩ観測の責務

をつくば３２ｍ局に引き継ぐものである。

現在、わが国のＶＬＢＩ座標の基準になっているのは茨城県鹿嶋市にある鹿島２６ｍ局である。この観測局は

ＣＲＬ（郵政省通信総合研究所）の構内にあり、ＣＲＬによって１９７７年からＶＬＢＩに利用されてきたが、１

９９２年１２月からＧＳＩ（国土地理院）が運用することになった。鹿島２６ｍアンテナは、運用開始以来３０年

以上経過し老朽化が進んできているとともに、性能面でも国際的には中程度のものでしかなかった。ＧＳＩでは、

鹿島２６ｍ局に代わる局として国際的にも最高水準の性能を有するつくば３２ｍ局を整備し、平成１０年度から運

用を開始した。今回の国内ＶＬＢＩ結合観測（Japan－Tie）は、ＩＶＳ（国際ＶＬＢＩ観測事業）の要請に基づき、

つくば３２ｍ局と鹿島２６ｍ局、鹿島３４ｍ局の座標結合を高精度に行うことにより、鹿島２６ｍ局から国際ＶＬ

ＢＩ観測の責務をつくば３２ｍ局に引き継ぐものである。鹿島２６ｍ局は、長期間にわたり国際ＶＬＢＩ観測を実

施しており、国内観測の基準局としてＩＴＲＦ（国際地球基準座標系）の座標値が高精度に求められている。

　この結合観測は、上記の３局に加えＣＲＬが運用しているＫＳＰ（首都圏地殻変動観測計画）の４局を含め

た７局により実施される。７局による観測を実施することで、ＧＳＩのＶＬＢＩ観測網とＣＲＬのＶＬＢＩ観測網

は結合されることになり、ＫＳＰの４局等には高精度な国際基準座標を与えることができる。またＫＳＰの４局に

は、ＶＬＢＩの観測施設とともにＳＬＲ（衛星レーザー測距）の観測施設が設置されており、ＧＳＩのＶＬＢＩ観

測網はＳＬＲ網にも結合されることになる。更に、鹿島局、つくば局、ＫＳＰ局にはＧＰＳの観測施設も併設され

ていることから、３種類の宇宙測地技術による高精度なコロケーション比較が可能となる。

　なお、この観測により鹿島－つくば間は、基線長で±０．３ｍｍ、座標値で±１ｍｍという高い精度で基線

ベクトルが求まるものと期待される。

参加局：７局　　　　　　　　　　　　観測回数：５回（平成１１年～１２年度）

　つくば３２ｍ局（ＧＳＩ）　　　　　　ＪＰＮＴＩ２：２０００年３月６日～７日

　鹿島２６ｍ局（ＧＳＩ）　　　　　　　ＪＰＮＴＩ３：２０００年６月１３日～１４日

　鹿島３４ｍ局（ＣＲＬ）         ＪＰＮＴＩ４：２０００年９月１

２日～１３日

　ＫＳＰ鹿島局（１１ｍ：ＣＲＬ)       ＪＰＮＴＩ５：２０００年１１月１４日～１５日

  ＫＳＰ小金井局（１１ｍ：ＣＲＬ)     ＪＰＮＴＩ６：２００１年３月

　ＫＳＰ三浦局（１１ｍ：ＣＲＬ）

　ＫＳＰ館山局（１１ｍ：ＣＲＬ）



 観測の実施にあたり、各機関の任務は次のようになっている。

作業担当：ＧＳＩ、ＣＲＬ、ＧＳＦＣ（ＮＡＳＡゴダード宇宙飛行センター）

スケジュール作成　：　ＧＳＩ及びＧＳＦＣ

観　測　　　　　　：　ＧＳＩ及びＣＲＬ

相関処理　　　　　：　ＣＲＬ

データベース作成　：　ＣＲＬ

基線解析　　　　　：　ＧＳＩ及びＣＲＬ

　スケジュール作成および基線解析には、ＮＡＳＡ／ＧＳＦＣ作成のソフト「ＳＫＥＤ」及び「ｓｏｌｖｅ」

を使用する。鹿島２６ｍ局及びつくば３２ｍ局では、観測制御プログラムとして世界標準であるＮＡＳＡ／ＧＳＦ

Ｃにより開発されたＦＳ９（フィールドシステム　Ｖｅｒ９）を用いて、Ｋ－４システムの制御を行う。


